
 

 

 

 

 

 

いよいよ明日は運動会です  

 いよいよ間近に迫ってきた運動会。今日は各ブロック（低・中・高学年）の表現を担当している先生方に，

それぞれの“見どころ”を聞いてみました。（   の中は校長のつぶやきです） 

 

低ブロック【ジャンボリミッキー】 

頭にはミッキーの耳，手にはカラー手袋，赤いズボンとスカートをはき，ミッキーやミニーに扮しておどり

ます。笑顔で楽しく，ノリノリで踊るところが見所です。最後の退場では，みんなでミッキーポーズをします。

写真のシャッターチャンスになっています。是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中ブロック【ソーラン×ソーラン 2021】 

 【ソーラン節】では，ぐっと腰を下ろして網を引く動きや体を大きく揺らしての櫓漕ぎなど，力強い演技が

見どころです。【よっちゃれ】では，軽快なリズムに乗って鳴子の音を響かせる，３・４年生の息を合わせた

演技を見てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年９月２４日 Ｎｏ．２６ 文責：佐野紳二 

櫛形北小学校 学校通信 

１，２年生の「ジャンボリミッキー」は，リズミカルな曲に乗って踊るダンスです。「かわいい」の

はもちろんですが，かわいいだけではない「カッコよさ」や「素敵な笑顔」がたくさん見られるのでは

ないかと思います。校長は，手足を伸ばして元気に踊るところが大好きです（右の写真）。 

ソーランの魅力は，やはり一人一人の力強い動きでしょう。ソーランを踊っているときの３，４年生

はとても凛々しく，大人っぽく見えます。よっちょれの鳴子の響きもとても気持ちがいいです。きっと

見ているお父さん，お母さんは，自分のお子さんの姿に釘付けになってしまいますね。(^^♪ 



高ブロック【未来へはばたく・飛翔（組立体操）】 

昨年と同じく一人技中心ですが，ウェーブをさまざまなアレンジで行うなど，大人数の隊形ならではの技の

美しさが魅力です。また，フラッグは，旗のたなびく様子に加え，勢いよくはためく音も迫力があります。昨

年と同様，最後に赤・黄組，白・青組ごとに一列に並び礼をしますので，その際には子どもたちへ大きな拍手

をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明日の運動会は，開会式にすべての保護者の皆様に参加していただくことができません。校長のあいさつも

参加されている皆様にしかお伝えすることができませんので，今日の学校通信で伝えさせていただきたいと

思います。（運動会では，「校長の話」は子どもたちに向けてごく短時間でのあいさつにさせていただきます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会のようすがＣＡＴＶで放映されます。 

  放送日     １０月１４日（木），１５日（金）の２日間 

放送時間    ９：００～ １２：００～ １９：００（午後７時）～ の３回 

チャンネル番号 １１ｃｈ （櫛形・若草地区のみの放送となります） 

児童の皆さんへ 

 いよいよ明日は，みなさんが楽しみにしていた運動会です。新型コロナウイルスが流行っていること

もあり，今年も制限がある中での運動会となりました。そんな中でも，みなさんは今日の本番に向けて

一生懸命練習を重ねてきました。毎日真剣に練習に取り組み，日に日に上手にできるようになっていく

みなさんの姿を見て，「北小の子どもたちはすごいなぁ～」と校長先生は毎日思っ 

ていました。 

明日はお父さん，お母さん，おじいちゃん，おばあちゃんなど，たくさんの人が 

見ている前で，みなさんの精一杯がんばる「カッコイイ姿」を見せてください。 

 

保護者の皆様へ 

 本校の運動会に向け，さまざまな面でのご理解とご協力をいただき，誠にありがとうございます。感

染症対策のため，今年も数多くの制限の中での運動会開催となりましたが，参加する子どもたち，そし

て保護者の皆様の健康と安全を最優先に考えてのこととご理解いただければ幸いです。 

 子どもたちは運動会に向け，日々練習を重ねてきました。精一杯がんばる子どもたちに，声援の代わ

りにたくさんの拍手を送っていただけますよう，お願いします。子どもたちと一緒に，「イイね」いっ

ぱいの，最高の運動会をつくっていきましょう。 

組立体操は「集団の美しさ」を表現するものだと思います。どうしても自分のお子さんに目が向くと

思いますが，ぜひ，時々でいいので「全体はどう動いているか」に目を向けていただけると，また違っ

た「よさ」が見えてくると思います。また，動きだけでなく子どもたちの「表情」にも要注目です。 


